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〇阿部近K ■徳島県植物誌J (教育出版センター発行、 

1990年 7 月、580頁）

本書の前書きに次のように述べられている。‘‘本植物 

誌こそは、60年間に亘る、私の脚がかせいだ植物誌といっ 

ても過言ではない〇 "まさにそのとおりの内容である。 

まず冒頭には108頁にわたる写真と27頁の図版があり、 

徳島県の植物とその研究史の一端を知ることができる。 

本文は、他の多くの植物誌がそうであるように、徳島県 

の地理や気象についての説明から県下の植物相とその分 

布特性に進んでいくが、ボイントをまとめたというより 

著者のフィールドノー トという趣がある。池沼植物相に 

ついてもそのとおりであって、どこの湿地でどのような 

植物を記録したということが具体的に書き留めてある。 

心なきマニアにかからなければ貴重な記録である。徳島 

県にオニバスの産地が10ケ所もある（あった）というこ 

とは、私も知らなかった。

本書の中心は350頁近くに及ぶ植物目録で、標本の採 

集地も全て記録されている。疑問の残る記録は注意深く 

省かれているようで、これもこの植物誌を信頼できるも 

のにしている。この目録から水草を拾ってみると、西南 

日本にありそうな種はほぼ挙がっているが、フサモ属、 

タヌキモ属、アオウキクサ属など、見直してみたいもの 

がいくつかある。これは、著者も述べているように後進 

である我々の仕事だろう。これを基礎に、徳島県の水草

についてより詳しい調査が進展することを期待しよう。

(角野康郎）

〇 r香川の自然と植物j  (高松市立図書館編集•発行、 

美巧社出版、1990年 3 月、252頁、1,500円)

市民が自然、特に植物の興味深い世界を知り、それに 

親しむための手引きとも言うべきハンディな本である。 

執筆は、本会とも関係の深い香川植物の会のメンバーが 

あたっておられる。1.香川の植物概要、2 .親子で親しむ 

植物観察、3.植物たちの自然史探訪、4 .香川の植物あれ 

これ、の 4 章からなる。第 3 章にある「オニバス物語」

(久米修）と 「ミズァオイの観察」 （赤木採子）はとり 

わけ興味深い。地元の植物を紹介しようとする類書は他 

府県にも多いが、あらかじめ植物について興味なり知識 

を持っていないと取り付きにくい、と思われるものがほ 

とんどである〇その点、本書は、なんの予備知識もない 

市民が手に取つても、身近な自然からいつの間にか植物 

の世界に触れることができる内容と構成になっている好 

著だと思う。

(角野康郎）
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